
さらに巨大なスーパーフレアが起きる？

太陽型恒星でのスーパーフレアの発見（Maehara et al. 2012, Nature)
史上最大のフレアのさらに1000倍のエネルギー

もし太陽で起きれば、
• 人工衛星壊滅
• 航空機程度の高度でも深刻な被ばく
• 長期（～数年）にわたるオゾン層の減少
1000倍クラスの発生頻度は5000年に1回

年輪中の放射性同位体量で
過去に宇宙線の大量飛来イベントの証拠
Miyake et al. 2012, Nature
スーパーフレアか？

宇宙からの災害は、巨大地震・津波や巨大火山噴火と同じ、低頻度・高被害の現象。



人間がもたらす地球を越えた規模の課題

新興国、民間企業、非営利団体…
多様なプレイヤーが宇宙へ



人類活動圏が地球外に拡がることに伴う課題

1. 宇宙活動法等の国内法・制度の整備

2. 地球周回軌道以遠を含む宇宙空間・天体における
ルール/ガバナンス作りにおいて、主要プレイヤー
として発言権を維持し、協調的な関係を醸成

– 有人探査、大型国際宇宙探査への参加に、内在的価値
以上の国家プロジェクトとしての意義を見いだすとすれば、
それしかないのでは



創造に満ちた偉大な時代とは、遠く離れたパートナーと刺
激を与え合える程度に情報交換ができ、しかもその頻度
と速度は、集団・個人間に不可欠の壁を小さくしすぎて交
換が容易になり、画一化が進み多様性が見失われない
程度に留まっていた時代

‐レヴィ＝ストロース

宇宙から国境線は見えなかった

‐毛利衛

決して終わらないと思われた冷戦を終わら

せたのは、アポロがもたらした宇宙から見

た地球の写真ではないか

‐立花隆

宇宙から見た地球の姿は、地球を小さく、一つにした。

多様なプレイヤーが広大な宇宙に拡散することは、人類の新たな多様性の種となるか？



宇宙で花開く人類の多様性は、グロテスクな希望

• 既存の国際秩序とは違うロジックで動くプレイヤーが宇宙へ
– 宗教団体とか
– 大航海時代の例

• 物理的に異なる環境への、生命工学を駆使した適応
– どこまでが人間か？



梅棹忠夫『目的的発想は自然的所与
とちごうてかなり自由度が高い。洋々
たる可能性をはらんでいるとともに、
一面大変恐ろしいところがある』

極限状況はそこに置かれた物の隠れた性質を
暴き出す（例:ヒッグズ粒子）。
宇宙は、人間とその社会にとっての実験場。
宇宙物理学=>宇宙生物学=>宇宙人類学



京都で（も）宇宙を考える（宣伝）

同日、京大にてはやぶさ2打ち上げ
パブリックビューもやります！

2015年1月10‐11日

1日目：高校生から研究者、企業までが
入り乱れて宇宙に関するポスター発表
2日目：シンポジウム

（講演者：松本紘、佐々木貴教他）

「宇宙ユニット」で検索！

*去年のポスターです。今年のは制作中


